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１．計画の前提 

 

１．１ 計画検討にあたって 

 

（１）公園計画の経緯 

愛・地球博記念公園※は、2005年に行われた博覧会前には、愛知青少年公園として昭和４５年の
開園以来、青少年の健全育成はもとより、気軽に利用できるレクリエーションの場として幅広く県

民に親しまれた。近年になって公園を取り巻く社会情勢は大きく変化し、少子化に対応する青少年

健全育成環境づくりが重視されるとともに、ライフスタイルの多様化や高齢社会への対応、公園周

辺の都市化にともなう防災機能の強化など、都市施設としての機能の充実が求められるようになっ

た。そうした中、「自然の叡智」をテーマに「愛・地球博」が本公園で開催されることになり、こ

れを契機として２１世紀にふさわしい公園として整備を行うこととし、平成１４年９月に都市計画

決定を行った。公園の一部エリアは、博覧会後にも継続的に利用する恒久施設として、博覧会の会

場づくりと連携しつつ博覧会前に整備を行った。(次項参照） 
新公園の計画づくりについては、平成１６年１１月に「２１世紀にふさわしい公園づくり委員会」

を設置し、都市計画決定時に策定した４つの基本方針に基づき検討を進めた。その中で、「博覧会

の理念と成果を継承する場」と位置づけた「イデアのひろば」について、「愛・地球博 理念継承エ
リア検討委員会」を設置し、より発展的に検討を進めることとした。「イデアのひろば」の検討は、

平成１７年度～１８年度の２ヵ年で基本構想・計画の策定を行い、6回の委員会を開催した。（Ｐ.61
参照）。なお、公園全体計画については、本構想の対象である「イデアのひろば」を検討中とした

上で「愛・地球博記念公園 暫定基本計画」として平成 18年 2月に策定、公表しており、今後、
「イデアのひろば」の本構想・計画を取り込んで平成 18 年度末に最終的な公園基本計画として取
りまとめる予定である。 
本報告書は、「愛・地球博 理念継承エリア検討委員会」におけるこれまでの検討内容を踏まえ、

「愛・地球博 理念継承エリア 基本構想・計画」についてとりまとめたものである。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新公園の名称については、平成17年11月の公園名称公募を通して「２１世紀にふさわしい公園づくり委員会」にて、正式名称：「愛・地球博

記念公園」 愛称：「モリコロパーク」 として決定した。 
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（２）博覧会施設撤去後の公園の状況 

本公園は、博覧会施設の撤去後、新公園の基本計画に従って新たに整備を進めていくが、次の区

域・施設については既に整備が実施されており、今後も継続利用することとなっている。 

 

●継続利用する旧公園の施設 

「愛知県児童総合センター」、「愛知国際児童年記念館・童話館」、「温水プール・アイススケート場」 

●都市公園決定時に定めた４つの基本方針に基づき、博覧会前に整備した区域・施設 

「もりのゾーン」、「ひろばのゾーン（自然体感遊具など）」 

●存置活用が決まっている博覧会施設 

「迎賓館・レセプションホール」、「グローバルループの一部」、「大観覧車（5年間の暫定的存続）」 

「サツキとメイの家（3～5 年間の暫定的活用）」、「愛・地球広場休憩所」、「円形広場休憩所・トイレ」、

「管理棟」、「コモン 3トイレ」、「コモン 6円形休憩所」       

   
なお、平成１８年７月に第１期開園として、下図   に示すエリアの供用が始まっている。 

 

■博覧会施設撤去後の公園の状況 
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１．２ 博覧会後の公園計画 

   

「愛・地球博記念公園 暫定基本計画」では、博覧会後の公園計画を以下のとおりとしている。 

 

（１）整備・活用の目標 

愛・地球博記念公園計画の骨格となる「整備・活用の方針」は、計画策定に先立って開催された

「21世紀にふさわしい公園を考える懇話会」、および「県民意見聴取（アンケ－ト調査）」の内容を
踏まえて検討を進め、以下のように目標を設定した。 
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（２）整備・活用の柱と取り組みの視点 

整備・活用の目標を実現していくための指針となる「整備・活用の柱」、および、その具現化を

図るための「取り組みの視点と個別メニュー」を、以下のとおりとした。 
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（３）ゾーニングと検討エリア 

公園のゾーニング（空間構成）は、以下の図に示すとおりである。また、各エリアの性格と主な

利用イメージを、次ページの表に整理した。 
このうち黄色で示した「イデアのひろば」が、本計画における検討エリアである。 
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１．３ 公園全体計画における「イデアのひろば」の性格、展開の方向 

「２１世紀にふさわしい公園づくり委員会」により検討された「イデアのひろば」の性格、展開の

方向は以下のとおりである。 

 

（１）位置 

・次項に示す「イデアのひろば」 

・北エントランスから迎賓館までのエリア（北駐車場を除く） 

（２）面積 

・約 8ha 

（３）エリアの性格 

・博覧会の理念と成果の継承の場 

（４）展開の方向 

１） 博覧会を記念する展示施設 

【場所】 迎賓館・レセプションホール 

【内容】 博覧会参加国から贈呈された記念品等の展示 

２） 博覧会記念樹の森 

【場所】 ロータリー館跡地 

【内容】 博覧会参加国による植樹セレモニ－の記念樹を移植 

３） 博覧会の理念と成果を引き継いだテーマを展開するゾーン 

【場所】 「イデアのひろば」の東側「テーマゾーン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「２１世紀にふさわしい公園づくり委員会」におけるイデアのひろばに対する意見 

・公園における博覧会の理念と成果の継承の核となる場としてより発展させるとともに、その内 

容については公園全体計画との整合を図る必要がある。 

・公園全体のあり方としては、様々な力を結集しながら、成長する公園（サスティナブルパーク） 

を目指しており、イデアのひろばの検討においても前提とするべきである。 

・市民協働も博覧会の成果の重要な要素であることを考慮する必要がある。
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１．４ 博覧会の理念と成果の継承 ～博覧会が生み出したもの～ 

 

「愛・地球博」は、21 世紀の新しい社会のモデルになる文明の創造と新しい文化の提案として「自然の叡智」

をテーマに、人類が直面している地球的課題を克服し、持続的成長が可能な人類と自然が共生できる社会の

方向を様々な方法で展開した。 

 博覧会には多くの国々や国際機関の他、市民・ＮＧＯ／ＮＰＯ・ボランティアなどが参画し、テーマの具

現化と深化を行った。それらの展示や催事を通じて、来場者の多くがテーマに理解・共感を示し、考え方や

行動にも大きな影響を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催の成果としては、国際博覧会として世界から高い評価を受けるとともに、来場者数は当初計画を大き

く上回る２，２０５万人を達成した。その８割（来場者ＷＥＢ調査）から「良かった」という積極的な評価

が得られた。 

地域社会に対しても、国際交流ネットワーク形成、インフラ整備、経済波及効果などの面で大きな成果を

残した。 

※１ ２００５年日本国際博覧会「愛・地球博」のご報告（H17.10.20 財団法人2005年日本国際博覧会協会)および 

 博覧会協会インターネット発表資料等より作成 

※２ （財）2005年日本国際博覧会協会「テーマの理解度・浸透度アンケート調査」 （平成17年10月）の結果 
※３ 「魅力と活力溢れる中部の実現」（平成17年9月）社団法人中部経済連合会 
※４ 「愛・地球博の経済効果に関する評価〔概要書〕」 （平成17年11月） ㈱ＵＦＪ総合研究所 
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■テーマを具現化した領域・主な内容※1  

 

※１【「愛・地球博」の成果・評価について（テーマを具現化した領域・分野） （財）2005年日本国際博覧会協会】

より作成 

※２インターネットなどの情報ネットワークにいつでもどこからでもアクセスできる環境を指す。場所にとらわれな

い活動ができるようになる。 
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■具現化に取り組んだ各国の展示例※１ 

※１【「愛・地球博」の成果・評価について（テーマを具現化した領域・分野） （財）2005年日本国際博覧会協会】
より作成 
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